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平成28年５月10日発行

第　35　号

シルバーだより

公益社団法人
南砺市シルバー人材センター
〠939-1531
富山県南砺市院林88番地3
☎0763-22-8050・FAX 0763-22-7544
http://webc.sjc.ne.jp/nanto/
会員数 887名
男　性 529人 女　性 358人
 （平成28年4月1日現在）

主な内容
◆地区班長、職群班長・就業班長紹介
◆地区懇談会開催報告
◆事業紹介
◆各委員会からの案内
◆みんなの広場（職群編）
◆お知らせ

市営栄町住宅（井波地域）防除作業　武田班長と西村会員
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去
る
四
月
七
日
、
井
波
・
高
瀬
神
社

に
お
い
て
、
会
員
の
一
年
間
の
無
事
故

を
願
っ
て
安
全
祈
願
祭
が
営
ま
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
今
年
度
第
一
回
目
の
職

群
班
長
・
就
業
班
長
会
議
が
開
か
れ
、

会
議
終
了
後
に
高
瀬
神
社
神
殿
内
で
、

宮
司
さ
ん
の
厳
か
な
祝
詞
の
後
、
長
尾

益
勇
理
事
長
・
池
田
實
安
全
・
適
正
就

業
委
員
長
が
玉
串
を
奉
納
し
、
全
員
で

無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

地域 地 区 班 長 名 備考

城端
平
上平

城 端 岩城　憲一 再
南 山 田 山下　嶔一 再
大 鋸 屋 中島　　翼 新
蓑 谷 俵　　秋雄 再
北 野 山田　　毅 新
平 滝本　　清 新

上 平 高原　忠正 再

井波
利賀
井口

井 波 小西　　清 再
南 山 見 佐藤三津男 新
山 野 稲垣　清則 再
井波高瀬 藤井　正雄 新
利 賀 木田　英昭 新
井 口 窪田　喜作 再

福野

福 野 明嵐　文平 新
野 尻 池田　　公 新
南 野 尻 島田　雅弘 再
福野高瀬 山竹　　進 新
広 塚 平川　義久 再
東 石 黒 嶋崎　昭次 再
安 居 堀池　　昇 新

福光

福 光 才川　　茂 再
石 黒 干場　義信 新
広 瀬 山﨑　　弘 新
広 瀬 舘 村中　一男 新
西 太 美 西奥　清剛 新
東 太 美 栗山　誠一 再
吉 江 溝口　　清 新
北 山 田 山田　政寛 新
山 田 岩本　芳昭 新
太 美 山 吉尾三千夫 再
南 蟹 谷 中島　信一 再

地域 班 名 班 長 名 備考

城端
平
上平

植 木 １ 班 山下　祥二 新
植 木 ２ 班 中山　圀光 再
植 木 ３ 班 長草　　正 再
草 刈 １ 班 里見　文夫 再
除 草 １ 班 稲塚　きぬ 新
障 子 班 山下　明吉 再
平地域就業班 山田　勝芳 再
上平地域就業班 高原　忠正 再

井波
利賀
井口

植 木 １ 班 武田　信一 再
植 木 ２ 班 久惠　精一 再
草 刈 １ 班 倉田　　亮 再
草 刈 ２ 班 岩倉　孫寛 新
除 草 １ 班 豊川　浪子 新
利賀地域就業班 野原　勝二 再
井口地域就業班 西野　輝夫 新

福野

植 木 １ 班 大谷　　弘 再
植 木 ２ 班 伊藤　修二 新
植 木 ３ 班 瀬戸　勝治 再
草 刈 １ 班 石﨑惠紀雄 再
草 刈 ２ 班 谷坊満寿男 新
除 草 １ 班 古瀬　信子 再
障 子 班 池田　　公 再
エアコン１班 神田　信孝 新

福光

植 木 １ 班 石㟢　幸男 再
植 木 ２ 班 才川　　茂 再
草 刈 １ 班 広川　国松 再
草 刈 ２ 班 中島　信一 再
除 草 １ 班 田村　正子 再

地区班長名簿 職群班・就業班長名簿
（任期：平成28年4月1日～平成30年3月31日） （任期：平成28年4月1日～平成30年3月31日）

班 長 紹 介 　 〜 宜 し く お 願 い し ま す 〜

無
事
故
を
願
っ
て

�

安
全
祈
願
祭
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平
成
二
十
七
年
度
地
区
懇
談
会
が
一
月

十
九
日
の
利
賀
地
区
を
皮
切
り
に
三
十
一

地
区
（
十
九
会
場
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
協
議
事
項
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
説
明
の
後
、
質
問
に
答
え
る
形
で

進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
支
所
統
廃
合
》

Ｑ　

支
所
が
な
く
な
る
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
の
か
。

Ａ　

経
費
の
削
減
に
な
る
。
し
か
し
、
会

員
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
増
え
る
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
班
長
の
負
担
が
増
え
る

の
も
事
実
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
い

て
一
年
か
け
て
結
論
を
出
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ　

井
波
地
域
が
良
い
例
・
教
訓
だ
と
思

う
が
、
井
波
支
所
が
無
く
な
り
地
域
と

の
繋
が
り
が
減
っ
て
い
る
と
思
う
。
統

廃
合
し
た
あ
と
の
地
域
と
の
繋
が
り
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
会
員
が
集

ま
る
場
所
も
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
て
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ　

地
域
と
の
繋
が
り
が
無
く
な
ら
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
会

員
の
た
ま
り
場
的
な
集
ま
れ
る
連
絡
所

を
井
波
地
域
も
含
め
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

《
枝
葉
堆
肥
化
事
業
》

Ｑ　

堆
肥
事
業
の
件
で
、
城
端
ま
で
運
ぶ

と
な
る
と
運
搬
代
が
今
以
上
に
か
か
る

と
思
う
が
、
利
用
者
持
ち
に
な
る
の
か
。

客
離
れ
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ａ　

堆
肥
事
業
の
拡
大
に
よ
り
、
就
業
機

会
が
増
え
、
堆
肥
収
入
に
も
な
る
と
考

え
て
い
る
が
、
利
用
者
が
不
利
に
な
っ

て
は
困
る
。
た
だ
し
、
運
搬
代
は
利
用

者
持
ち
に
な
る
の
で
そ
の
辺
は
良
く
考

え
て
い
き
た
い
。

《
そ
の
他
》

Ｑ　

障
子
・
剪
定
等
の
講
習
会
が
受
講
後

の
就
業
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に

思
う
が
。

Ａ　

班
で
活
動
し
て
い
る
職
種
に
関
し
て

は
、
作
業
場
所
・
班
員
数
な
ど
に
よ
っ

て
、
す
ぐ
に
結
び
つ
か
な
い
場
合
も
あ

り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

地
区
単
位
で
の
日
帰
り
旅
行
も
会
員

相
互
の
親
睦
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

県
内
で
会
員
互
助
会
を
立
ち
上
げ
て

い
な
い
セ
ン
タ
ー
は
、
三
ヵ
所
。
南
砺

市
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
今
後
立
ち

上
げ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
れ
な
い

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平成27年度地区懇談会参加状況
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懇
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会

　
　
開
催
報
告
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～
空
き
家
・
空
き
地
等
の
管
理
～

　

全
国
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ

る
と
、
国
内
の
住
宅
総
数
に
占
め
る

空
き
家
率
の
割
合
は
、
平
成
二
十
五

年
十
月
一
日
時
点
で
過
去
最
高
の

十
三
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
が
管
理
さ
れ
ず
に
長
期
間
放
置

さ
れ
て
し
ま
う
と
、
建
物
の
老
朽
化
は

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
し
ま
い
、
倒
壊
の
危

険
性
や
治
安
の
悪
化
、
放
火
の
誘
発
や

不
審
者
の
侵
入
、
害
獣
・
害
虫
の
発
生

な
ど
、
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

南
砺
市
に
お
い
て
も
、
空
き
家
や
空

き
地
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
当
セ
ン

タ
ー
は
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
「
空
き

家
・
空
き
地
等
の
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
始
め
ま
す
。

〔
主
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
〕

・
家
外
か
ら
の
破
損
等
の
目
視
確
認

・
屋
外
水
栓
の
通
水
確
認

・
雑
草
繁
茂
の
状
態
確
認

・
庭
木
の
確
認

・
玄
関
先
の
清
掃

・
郵
便
受
け
内
の
確
認

・
報
告
書
の
郵
送　

他

～
生
活
サ
ポ
ー
ト
～

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
の
日
常
生
活
の
「
お
家
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
」
を
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
お
助
け
し
ま

す
。

〔
主
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
〕

・
室
内
清
掃
、
換
気
扇
の
清
掃

・
お
風
呂･

洗
面
流
し
台
の
お
掃
除

・
窓
ガ
ラ
ス
、
網
戸
の
清
掃

・
整
理
タ
ン
ス
、
押
し
入
れ
の
整
頓

・
食
事
の
支
度
、
買
物
な
ど

・
花
壇
や
鉢
植
え
の
水
や
り

・
お
墓
の
掃
除　

他

～
環
境
保
全
と
エ
コ
活
動
～
　

　

散
居
村
を
守
る
に
は
、「
空
き
家
」「
空

き
地
」
の
庭
木
の
剪
定
や
雑
草
の
刈
り

取
り
、
木
々
の
病
害
虫
発
生
の
抑
制
な

ど
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
で
は
、
エ
コ
活
動
と
し
て
、

庭
木
の
剪
定
や
伐
採
で
出
る
木
屑
や
枝

葉
の
「
チ
ッ
プ
化
」
と
落
ち
葉
を
集
積

し
腐
葉
土
と
す
る
こ
と
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
花
壇
や
畑
の
土
壌
改

良
材
や
果
樹
園
の
抑
草
チ
ッ
プ
材
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

　

新
事
業
を
推
進
す
る
に
は
、
会
員
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
そ
し
て
ご
協

力
が
必
要
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
独
自
事
業
】

　
　
剪
定
枝
葉
の
再
利
用

　

福
野
安
居
地
内
で
、
旧
福
野
町
シ

ル
バ
ー
が
平
成
十
一
年
よ
り
剪
定
枝

葉
ク
ズ
を
土
壌
改
良
材
と
し
て
再
利

用
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
品
質
向
上
の
た
め
県

外
の
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
製
造
工
程

の
改
善
、
ま
た
皆
様
に
広
く
利
用
し

て
頂
け
る
よ
う
袋
売
り
の
販
売
も
試

験
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

会
員
自
身
が
考
え
、仕
事
を
生
み
、

お
客
様
の
要
望
に
答
え
る
こ
と
が
で

き
る
事
業
と
な
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

週1回建物の外観の見回りや郵便物の確認を行っている

窓ガラス・網戸の掃除中

地
域
就
業
機
会
創
出
・
拡
大
事
業
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労働者派遣法の改正による
　　　　シルバー派遣事業について
労働者派遣法の改正による
　　　　シルバー派遣事業について

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
会
率
の
高
い
女
性
会
員

の
結
束
を
図
り
、
仕
事
の
知
識
・
技
能
・
資
質
を

高
め
て
発
注
者
の
支
持
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た

め
、
女
性
部
会
の
組
織
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
さ
ら
な
る
労
働
力

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
人
手
不
足
を
解
消

す
べ
く
シ
ル
バ
ー
会
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。会
員
の
皆
様
の
就
業
は
、現
役
世
代
を
支
え
、

地
域
社
会
の
維
持
・
発
展
等
を
推
進
す
る
有
意
義

な
も
の
で
す
。

　

特
に
、「
家
事
・
介
護
・
育
児
等
の
支
援
」
や
、

当
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
取
り
組
む
「
空
き
家
・
空

き
地
等
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
か
ら
、
女
性
会
員
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
女
性
部
会
を
早
急
に
立
上
げ
る
必

要
性
が
あ
り
、
部
会
の
組
織
化
に
あ
た
り
企
画
・

諸
準
備
を
進
め
る
べ
く
、
女
性
部
会
立
上
げ
準
備

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

女
性
会
員
皆
様
と
の
親
睦
を
深
め
、
就
業
機
会

を
拡
大
す
る
こ
と
で
、「
元
気
で
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

１．労働者派遣法の改正（H27.9.30施行）
・労働者派遣法の改正により、シルバー派遣（60歳以上の派遣労働者）は期間制限の対象外

となり、派遣事業の３年問題＊が解消されました。
・同一の企業・事業所に継続して、同一の派遣労働者を派遣することが可能となりました。

＊ ３年問題とは…派遣会社、派遣労働者を入れ替えても、臨時的・一時的な業務のために
派遣労働者を継続して受け入れることが出来る期間で最長３年のこと。

２．派遣労働者のキャリアアップ支援
・キャリアアップに資する教育訓練を、派遣元事業主において実施され、専門的（特殊）な

技術を要する職種については派遣先で実施します。
・入職時及び１年以上の雇用見込みのある派遣労働者（※）が対象となります。

※1年以上の雇用見込のある派遣労働者とは・・・
①更新により派遣期間が1年以上となる者
②新たな契約の場合は、その契約期間が1年以上であるもの又は契約更新によ

り契約期間が1年以上となることが確実であるもの

60歳以上のシルバー派遣労働者（期間制限の対象外）

期間制限なし

企 業
事業所

３年 ３年受
入
開
始

女
性
部
会
立
上
げ

　
準
備
委
員
会
の

　
　
設
置
に
つ
い
て
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シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

四
年
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
剪
定
班
に
籍
を

置
き
、色
々
な
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
、
お
客
様
の
声
援
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
少

し
ず
つ
進
化
し
て
い
る
の
か
な
？
と
自
負
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
春
よ
り
新
米
で
ピ
ッ
カ
ピ

カ
の
班
長
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
班
に
よ
り
多
く
の
人
が

加
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
楽
し
い
雰
囲
気
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

城
端
植
木
一
班
　
山
下
　
祥
二
班
長

�

　（
平
成
二
十
八
年
四
月
着
任
）

　

取
り
あ
え
ず
受
講
し
て
み
よ
う
と
出
席
を
し
た
「
エ

ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
」
か
ら
始
ま
っ
た
エ
ア

コ
ン
班
で
す
。
現
在
メ
ン
バ
ー
は
嶋
崎
さ
ん
、熊
野
さ
ん
、

稲
倉
さ
ん
と
私
の
四
人
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
家
で
の
実

施
訓
練
や
、
講
習
会
等
で
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し

て
い
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
取
替
え
だ
け
で
な
く
、

内
側
の
カ
ビ
・
ホ
コ
リ
を
取
り
除
く
こ
と
で
さ
わ
や
か

な
風
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
効
率
運
転
の
維
持
、

経
費
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
陰
様
で
半
年
で
十
七
世
帯
・
三
十
四
台
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

シ
ル
バ
ー
の
仲
間
と
元
気
で
楽
し
く
責
任

を
持
っ
て
い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

キ
レ
イ
マ
ス
タ
ー
に
研
き
を
か
け
ま
す
。

�

エ
ア
コ
ン
一
班
　
神
田
　
信
孝
班
長

�

　（
平
成
二
十
八
年
四
月
着
任
）

　

剪
定
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
伐
採
、

雪
吊
り
・
雪
囲
い
、
草
刈
、
防
除

の
作
業
を
忙
し
く
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
班
員
は
四
名
で
す
。
年
々

就
業
で
き
る
仲
間
が
減
り
、
仕
事
を
こ
な
す
の
は

大
変
厳
し
い
で
す
が
、
班
員
以
外
の
会
員
さ
ん
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

剪
定
作
業
の
で
き
る
仲
間
は
い
な
い
か
と
知
人
に

声
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
剪
定
、
草
刈
と
忙
し
く
な
っ
て
き

ま
す
が
、お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

「
丁
寧
な
仕
事
」
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

井
波
植
木
一
班
　
武
田
　
信
一
班
長

�

　（
平
成
二
十
四
年
十
月
着
任
）

　

福
光
植
木
班
は
一
班
が
六
名
、
二
班
が

六
名
の
計
十
二
名
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
大

変
仲
が
よ
く
、
年
二
回
の
懇
親
会
で
は
、

い
ろ
ん
な
事
を
言
い
合
い
ま
す
。
仕
事
は

安
全
第
一
、
お
客
さ
ん
か
ら
「
あ
ら
良
い
が
に
な
っ
た

ち
ゃ
～
、
す
っ
き
り
し
た
わ
！
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
入
院
、
手
術
を
し
た
た
め
殆
ん
ど
就
業
で
き

ず
、
一
班
の
石
崎
班
長
に
全
体
を
仕
切
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
、
ま
だ
完
全
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
少
し
体
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ

ろ
と
出
来
る
だ
け
メ
ン
バ
ー
に
迷
惑
の
掛
か
ら
ぬ
よ
う

に
仕
事
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
福
光
植
木
二
班
　
才
川
　
茂
班
長

�
　（
平
成
二
十
七
年
四
月
着
任
）

　みんなの
ひ ろ ば
職群編
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平
成
二
十
八
年
三
月
に
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

　

ご
意
見
ご
感
想
を
お
気
軽
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
保
険
に
つ
い
て

平
成
28
年
度

区分 発生年月日 地域 作業名 事　故　の　状　況 備考

賠
　
償
　
事
　
故

平成27年
５月11日 井波 運 転 作 業

（派遣） 就業中
市のマイクロバスで送迎の際、ハザードランプを付けて停止して、乗客を降
ろし歩行通路を確保するため車両を動かしたところ、追い越しをして来た相
手（タクシー会社）車両と接触した。相手の車には乗客はいなかった。

派遣事業のため派
遣先で保険対応

平成27年
５月20日 城端 防 除 作 業 就業中

発注者から、従来に替る薬剤を依頼され、散布した翌日の朝から魚の様子が
おかしいと、発注者から連絡が入り、池の水を入れ替えたり酸素を送る等さ
れたが、約50匹以上いた鯉のうち約30匹が駄目になった。

平成27年
８月３日 福光 防 除 作 業 就業中

防除宅の駐車場をはさんで約5m離れた隣の家の裏庭に干してあった梅干（約
15kg）に薬剤がかかった。被害者が保健所に聞いたら、絶対に食べてはいけ
ないと言われた。

平成27年
９月10日 福光 草 刈 作 業 就業中 作業終了の翌日、隣接している現場付近に駐車してあった車に飛び石があっ

たと連絡があった。
平成27年
10月26日 上平 運 転 作 業

（派遣） 就業中 市のマイクロバス運転で利用者を降ろし、バックで納車しようとした際、ハ
ンドル操作を誤り、後部をジャッキーにぶつけ損傷した。

派遣事業のため派
遣先で保険対応

平成27年
10月28日 城端 運 転 作 業

（派遣） 就業中 市のマイクロバス運転で利用者を降ろし、待機するために、車を駐車する
際、後方の確認を誤り、車の後部バンパーをブロックに接触し、損傷した。

派遣事業のため派
遣先で保険対応

平成27年
11月11日 福光 運 転 作 業

（派遣） 就業中 市のマイクロバス運転で利用者を降ろし、待機するために、バックで駐車した
際、左に寄せすぎて、後部のバンパーを駐車場の擁壁に接触し、損傷した。

派遣事業のため派
遣先で保険対応

（平成26年度：14件）

平成27年度事故発生状況　♦ 平成26年度より大幅減！事故ゼロを目指して ♦

区分 発生年月日 地域 作業名 事　故　の　状　況 備考

傷
　
害
　
事
　
故

平成27年
４月29日 福野 屋 内 軽 作 業

（派遣） 就業中
高さ約120cmの鉄板の上で塗装作業中、体勢を崩して鉄板の角に脇腹を強打
した。早退後、救急車で病院へ搬送され、診断の結果、緊急脾臓摘出手術を
行った。

派遣事業のため派
遣先で保険対応

平成27年
６月29日 城端 剪 定 作 業 就業中

作業前の安全チェックの時は蜂がいなかったので作業をすすめていたが、突
然スズメ蜂が出てきてゴム手袋の上から刺され腫れてきたので、病院へ行っ
て点滴を受けた。

平成27年
８月９日 平 草 刈 作 業 就業中 草刈作業中、急に蜂が数匹出てきて顔を７箇所刺され、しばらく休んでいた

が、めまいがしてきたため、南砺市民病院へ入院した。
平成27年
10月23日 福光 雪 囲 作 業 就業中 作業中、資材をおろそうとした際、誤って左手薬指を挟み負傷した。

平成28年
３月３日 福光 剪 定 作 業 就業中 柿木の剪定作業中、枝へ移る際、枝が折れ誤って約３mの高さから転落し腰椎

を圧迫骨折し、入院した。
（平成26年度：10件）

《団体傷害保険》
入院治療の場合 １日3,000円（180日を限度とする）

通院治療の場合 １日2,000円（事故日から180日以内とし90日を限度とする）
※接骨院については減額されることがあります。

死 亡 の 場 合 事故日から180日以内に死亡したとき、最高額800万円
後遺障害の場合 事故日から180日以内に後遺障害が生じたときは、程度による。

《賠償責任保険》
対　　人 １事故…１億円まで（１名につき3,000万円まで）
対　　物 １事故…1,000万円まで
免責金額 １事故…10,000円

※車による事故の場合は、当該車両の任意保険で処理していただきます。

◇
刈
払
機
講
習
会

　

五
月
十
八
日
㈬　

福
光
庁
舎
別
館

　

六
月　

一
日
㈬　

城
端
支
所

◇
剪
定
講
習
会

　

六
月
十
六
日
㈭　

南
砺
市
園
芸
植
物
園

※
講
習
会
の
参
加
申
込
は
本
・
支
所
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
八
年
度

�

講
習
会
開
催
予
定

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

�

見
て
ね
！

南砺市シルバー クリック
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日
～

 

二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

《
城
端
支
所
》（
二
名
）

　

・
笹
田　

昭
三　

・
練
合　

邦
夫

《
井
波
地
域
》（
一
名
）

　

・
岡
本
喜
一
郎

《
福
野
地
域
》（
二
名
）

　

・
伊
藤　

禮
子　

・
岡
田　

幸
治

《
福
光
支
所
》（
七
名
）

　

・
前
山　
　

勇　

・
石
﨑　

澄
江

　

・
石
﨑　

栄
治　

・
杉
本　

重
則

　

・
溝
口　

悦
子　

・
田
島　

吉
秋

　

・
中
澤　

政
作

●
配
分
金
支
払
日

　

・
四
月
分
…
五
月
二
十
日
㈮

　

・
五
月
分
…
六
月
二
十
日
㈪

　

・
六
月
分
…
七
月
二
十
日
㈬

　

・
七
月
分
…
八
月
十
九
日
㈮

●
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
年

会
費
は
三
千
五
百
円
で
す
。

●
四
月
に
就
業
さ
れ
た
会
員
の
方
に

つ
い
て
は
、
年
会
費
を
五
月
支
払

い
の
配
分
金
か
ら
天
引
き
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
四
月
に
就
業
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
五

月
支
払
い
の
配
分
金
が
三
千
五
百

円
未
満
だ
っ
た
会
員
の
方
に
は
納

入
依
頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
五
月
末
ま
で
に
納
入
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

期　

日

　

五
月
二
十
日
㈮　

六
月
二
十
日
㈪

　

七
月
二
十
日
㈬　

八
月
十
九
日
㈮

　

九
月
二
十
日
㈫　

十
月
二
十
日
㈭

　
十
一
月
十
八
日
㈮　
十
二
月
二
十
日
㈫

二
十
九
年　
　
　
　

一
月
二
十
日
㈮

　

二
月
二
十
日
㈪　

三
月
十
七
日
㈮

時　

刻

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会　

場

　

福
野
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　

お
友
達
に
も
声
掛
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

五
月
二
十
七
日
㈮
に
、
じ
ょ
う
は

な
座
に
お
い
て
平
成
二
十
八
年
度
の

定
時
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
げ
ん
き
南
砺
三
十
五
号

と
共
に
お
配
り
し
た
議
案
書
を
持
参

く
だ
さ
い
。

　

四
月
一
日
付
で
職
員
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
本　
　

所
》

・
事
務
局
長 

上
坂　

吉
明

・
事
務
局
次
長 

渡
邊　

清
乃

・
業
務
主
幹 

窪　
　

辰
夫

・
課
長
代
理 

伊
東　

雅
代

・
福
野･

井
口
地
域
業
務
主
任　

（
昇
任
） 

西
川　

功
紘

・
総
務
経
理
主
任
兼
井
波･

利
賀
地

域
業
務
主
任
（
昇
任
）

 
湯
浅　

依
子

《
城
端
支
所
》

・
城
端
支
所
長
（
昇
任
）

 

野
村
麻
理
子

《
福
光
支
所
》

・
福
光
支
所
長 

柴
田
恵
美
子

《
退　
　

職
》

 

池
田
外
司
夫

　

以
上
八
名
の
職
員
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
就
業
の

確
保
・
提
供
に
努
め
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

恒
例
の
地
区
懇
談
会
が
各
地
区
で
行

わ
れ
、
年
に
一
度
会
員
が
集
ま
っ
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
意
見
も
出
た

よ
う
で
す
。

　

改
革
に
よ
り
厳
し
い
局
面
を
迎
え
会

員
の
意
識
向
上
が
望
ま
れ
ま
す
。
暖
冬

で
終
わ
っ
た
こ
の
冬
、
五
箇
山
地
方
の

屋
根
雪
降
ろ
し
は
二
、三
回
が
普
通
で

す
が
、
今
年
は
一
度
も
雪
降
ろ
し
が
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
降
雪
が
少
な
い
と

夏
の
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
「
げ
ん
き
南
砺
」
は
会
員
間
の
情
報

誌
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛
読
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
員
の
意
見
や
出
来
事
を
編
集
部

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
Ｙ
・
Ｋ
記
）

編

集

後

記

新
入
会
員
紹
介

�

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

事
務
局
員
紹
介

　
　
平
成
28
年
度

定
時
総
会
の
ご
案
内

配
分
金
に
つ
い
て

年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

入
会
説
明
会


